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｢探究学習｣｢探究学習｣｢探究学習｣
をををつなぐつなぐつなぐ教職員向け

Zoom

水2026年5 日20月

松村 湖生
講　師

中等部・高等部　校長

釈　慶樹
講　師

中等部・高等部　教諭

FFDDトトーーククセセッッシショョンンFDトークセッション

高等学校教育において、2022年度入学生から必修となっている「総合的な探究の時間」は、生徒自らが問いを立高等学校教育において、2022年度入学生から必修となっている「総合的な探究の時間」は、生徒自らが問いを立

て、情報を収集・分析し、対話や考察を通して課題解決や表現へと至る学びのプロセスを重視する教育活動です。て、情報を収集・分析し、対話や考察を通して課題解決や表現へと至る学びのプロセスを重視する教育活動です。


こうした学びを経て入学してくる学生を前提としたとき、大学における初年次教育をどのように設計するべきでしこうした学びを経て入学してくる学生を前提としたとき、大学における初年次教育をどのように設計するべきでし

ょうか。初年次教育のデザインを構想するうえでは、高等学校での学びの実態や、そこで育まれている力を丁寧にょうか。初年次教育のデザインを構想するうえでは、高等学校での学びの実態や、そこで育まれている力を丁寧に

捉え直すことが不可欠です。捉え直すことが不可欠です。


本セッションでは、関西大学高等部における具体的な取り組みや課題をご共有いただき、それらを手がかりとし本セッションでは、関西大学高等部における具体的な取り組みや課題をご共有いただき、それらを手がかりとし

て、大学教育との接続のあり方について学内教員とともに議論を深めたいと考えています。て、大学教育との接続のあり方について学内教員とともに議論を深めたいと考えています。

高等学校教育において、2022年度入学生から必修となっている「総合的な探究の時間」は、生徒自らが問いを立
て、情報を収集・分析し、対話や考察を通して課題解決や表現へと至る学びのプロセスを重視する教育活動です。 
こうした学びを経て入学してくる学生を前提としたとき、大学における初年次教育をどのように設計するべきでし
ょうか。初年次教育のデザインを構想するうえでは、高等学校での学びの実態や、そこで育まれている力を丁寧に
捉え直すことが不可欠です。 
本セッションでは、関西大学高等部における具体的な取り組みや課題をご共有いただき、それらを手がかりとし
て、大学教育との接続のあり方について学内教員とともに議論を深めたいと考えています。

プログラム

12:20-12:25  (5分)
 :趣旨説明
　　　　　　　　 (三浦真琴／教育推進部特別契約教授)
12:25-12:45  (20分):話題提供
12:45-13:15  (30分):フロアを交えたトークセッション
13:15-13:20  (5分)
 :まとめ

　対象者　 本学教職員（非常勤講師含）

　申込み　 無料・5月17日(日)締切
h t t p s : / / f o r m s . c l o u d . m i c r o s o f t / r / B m w i N N 3 N V M

／ 途中入退室可12:20〜13:20 

https://forms.cloud.microsoft/r/BmwiNN3NVM
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